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1. はじめに 

 

本ユーザーズマニュアルは、小型衛星試験棟内にある3トン振動試験設備（以下「本設備」という。）

を利用して試験を行うユーザに、必要な情報を提供するものです。設備の主要諸元を以下に示します。 

 

 

 

 

      主要諸元                   Main Specifications 

加振方式 動電形  Examination Type Electro-dynamic type 

加振方向 垂直/水平切り替え  Vibration Direction Vertical/Horizontal 

最大搭載重量 200kg（水平振動台）  Load Capacity 200kg(Horizontal) 

最大励磁加速度 442m/s2  

（正弦波/水平/無負荷時） 

 Vibration Acceleration 442m/s2     ( sinusoidal /  

Horizontal / Without load ) 

振動台寸法 500㎜×500㎜（垂直振動台）  Size of Vibration Table 500㎜×500㎜（Vertical） 

制御波形 正弦波、ﾗﾝﾀﾞﾑ波、ｼｮｯｸ波  Control Wave Sinusoidal, random, shock 

周波数範囲 5～2kHz（正弦波） 

5～2kHz（ﾗﾝﾀﾞﾑ波） 

  Frequency Range 5～2kHz（sinusoidal） 

5～2kHz（random） 

計測点数 30チャンネル  Number of Measuring Channel 30Ch 
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2. 装置名称 

管理番号 ：B30015796 
品  名 ：振動試験装置 
型  式 ：EM2502 
 

3. 総合性能 

（1） 正弦波 
 定格加振力（ピーク）      42,000N 
 振動数範囲 振動発生機単体   5～2,500Hz 
       垂直振動台使用時  5～2,500Hz 
       水平振動台使用時  5～2,500Hz 
 定格変位            51 ㎜ p-p 
 最大速度            2.2m/s 
 最大加速度 振動発生機単体無負荷時    1,200m/s2  

 垂直振動台使用無負荷時     545m/s2  
 水平振動台使用無負荷時     442m/s2  

（2） ランダム波 
 定格加振力           42,000N 
 最大加速度 振動発生機単体無負荷時     840m/s2  

 垂直振動台使用無負荷時     381m/s2  
 水平振動台使用無負荷時     309m/s2  

（3） ショック波 
 定格加振力           84,000N 
 最大加速度 振動発生機単体無負荷時    2,400m/s2  

 垂直振動台使用無負荷時     884m/s2  
 水平振動台使用無負荷時     884m/s2  

 （条件：速度、変位は正弦波の範囲内） 
 
4. 装置概要 

本装置は、振動発生機・電力増幅機・振動制御装置・垂直補助振動台・水平補助振動台・加速度

 センサ等から構成されます。 

 

4.1. 振動発生機 

型式         i250 

可動部重量      約 35kg 

振動台直径寸法    φ440㎜ 

負荷支持       内蔵空気バネにより600kgまで搭載可能 

許容偏心モーメント  1,550 N・ｍ 

 
4.2. 電力増幅機 

型式         SA5M-i50EM 

出力         50kVA 
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4.3. 振動制御装置 

型式         K2 

正弦波制御 

周波数範囲     0.1～20ｋHz 

掃引方式      自動/手動，直線/対数 

掃引速度      0.001～99.99oct/min, 0.01～99999.99Hz, 

                    0.01～9999.9min/SWEEP 

 

ランダム波制御 

制御周波数レンジ上限    20,000Hz 

制御ライン数        100～25,600本 

 

ショック波制御 

波形の種類     ハーフサイン波、鋸歯状波、台形波、三角波、 

一般化台形波（合成波）、ヘイバーサイン波 

パルス幅      0.1172ｍsec～80,000msec 

制御周波数上限   20,000Hz 

バンプ試験     間隔：0.03～600sec  回数：1～1,000,000回以上 

 

共通 

入力信号      加速度比例チャージ入力 

入力感度      0.01～1.0×1020pc/(m/s2) 

チャンネル数    最大12chで平均，最大，最小のリミット制御可 

 

垂直振動台 

振動台寸法     500×500mm  

周波数範囲     DC～2,000Hz 

振動台重量     42kg（ボルト，ワッシャ含む） 

最大搭載重量    558kg 

 

水平振動台 

振動台寸法     500×500mm （有効寸法） 

周波数範囲     DC～2,000Hz 

振動台重量     42kg（連結軸，ボルト，ワッシャ含む） 

最大搭載重量    1,500kg 

 

5. 特記 

5.1. 振動台への締付けトルク 

振動台（垂直/水平）への取付けの際のM8ボルトの締付けトルクは以下とする。 

ステンレスボルト（強度区分 A2-70/A2-80）の場合：21.07N・m（215kgf・㎝） 

※必要に応じて潤滑剤等塗布すること。 

 

5.2. 取付け用治具の平面度交差 

供試体取付け用治具の振動試験設備との取付け面の平面度交差は、0.05㎜以下として下さい。 
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図 1  最大動作特性図（型名：EM2502） 
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図 2  
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図 3  水平振動台外観図（振動発生機を含む） 
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図 4 
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